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基本作業－41C　バルブ操作のミス事例
　
【事　例】

　①　C－4を停止するに先だって、C－4停止後のエアー供給はC－5からのエアーをPiCで受け入れる。

　　　C－4吐出側バルブを絞り、C－4ベントバルブを開いたらPiCが変動して一部の装置をESDさせた。
（原因）

　　　C－4ベントバルブを操作するための[情報]源がなく、不適切な操作をした。C－4ベントバルブは、ベントバルブ上流の圧力をあるレベル以上に保てる範囲内で操作するべきだったが、このバルブ周辺に圧力計がなかった。

　②　点検チェック巡回中、いつも開いているバルブが閉まっていたので開いた。

　　　RT－102の低温のプロピレン（－46℃）がS－3002（設計温度－８℃）に流入してしまった。
　（原因）

　　　　2つの情報のうち片方だけしか考えなかった。

　　　　交替勤務で前回の勤務のときはRT－102→ヒーター→S－3002へ送っていた。今回の勤務時は移送は終わっていたのでヒーターは止め、RT－102のサーキュレーション中であった。　
通常移送が終わっていれば、開いておく習慣になっているバルブであった。

しかし、RT－102サーキュレーションでは閉止しておくべきバルブだった。

③　OXO　SYNガス製造装置のヒートバランスがくずれ、調整に手間どり系内の冷触N2の圧力バランスが異常となり、N2をメークアップ増ししようとしてメークアップ用PiCV（1B）のバイパス弁（3B）を開いた。
　　低温冷媒生成用ターボエキスパンダー（C－657）のシール用N2の圧力低下をまねき結果的に装置をESDさせた。
（原因）

　　PiCVのバイパス弁を操作するのに必要な情報としては、いろいろ考えられる。特にPiCがゼロ㎏／cm2Gを示していたというのは、3Bラインから3B弁で大気放出するのと同じ効果があり、この影響を第１に考えねばならない。この影響の程度を知る手段として、バイパス弁上流の圧力という情報が必要だった。

　　しかし、作業者は、①N2の供給に限界があることを考慮しなかった。②受入側のことだけを考えて（あせって一点集中）操作した。
　　但し、このバイパス弁を開くに至る以前にいろいろの問題があり、本件ではそれ以前の問題が大きい。






































































